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ホモプシン A の全合成研究 
 Synthetic Study of Phomopsin A 
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ホモプシン A (1)は、カビの一種 Diaporthe toxica の代

謝産物として単離および構造決定されたマイコトキシ

ンである 1)。本天然物は、-チューブリンに高い親和性

で結合し、その重合を強力に阻害する。興味深い活性

や、天然からはわずかにしか得られないことから、1は

全合成のターゲットとして注目されてきた。一方で、構

成アミノ酸がすべて非天然型であり、特に側鎖部はデ

ヒドロアミノ酸が三連続したトリペプチドである。また、2 つの-ヒドロキシアミノ酸と,-デヒド

ロバリンが、ひずんだ 13 員環シクロファン構造を形成している。これらの複雑な構造から、全合

成は未だ達成されておらず、我々は 1の初の全合成を目指して研究を進めてきた。 

フラグメント 22)、33)、および 4を順次連結し、環化前駆体 5を合成した。続く環化反応は、検討

の結果、高希釈条件下で行うことで、シクロファン 6を収率よく与えた。現在、側鎖フラグメント

74)との縮合を検討している。 
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